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現地ルポルタージュ

という力強いパートナーとともに、皆様に愛
される施設を目指していく」と挨拶。JAいわ
て花巻の高橋専太郎組合長も「安全・安心な
農産物を地元の人に食べてもらう使命を果た
すだけでなく、この場所を核とした協同活動
を展開し沿岸地域をさらに活性化させていき
たい」と力強く語った。

2　にぎわいをみせる店内

オープンを待つ店の前には、JAいわて花巻
と産地間交流を行うJA紀の里から直送された
みかんの詰め放題の準備がなされ、鮮やかな
橙色がお祝いムードに華やかさを添える。入
口では、JA女性部による甘酒や新おおつち漁
協女性部による地元海産物を使ったわかめ雑
煮などがふるまわれ、冬の冷たい風が吹くな
か開店前から列をなしてオープンを待ってい
たお客様の心身を温めていた（写真１）。
店内に入ると、直売所にはとれたてキャベ

ツなどの大槌産の野菜を中心とした生鮮食料
品のほか、地元のお母さんが作るおこわや郷

2016年１月15日、岩手県大槌町に産直施設
「母ちゃんハウスだぁすこ　沿岸店」（以下「だ
ぁすこ沿岸店」）がオープンした。同町を管内と
するJAいわて花巻が産直を核とした農業復興
の構想を打ち出したのは震災から４か月後の
11年７月。その後、４年半の歳月を経て、未
曽有の震災による甚大な被害、様々な困難を
乗り越えて迎えたオープン当日の様子をレポ
ートする

（注）
。

1　行政と系統組織が一体となった取組み

だぁすこ沿岸店は、大槌町が東日本大震災
復興交付金事業を活用して建設した「大槌町
沿岸営農拠点センター」１階にあり、２階の
農業者のための研修室に加えて、拠点センタ
ーの敷地内にはJAの大槌支店（金融店舗）や東
部地区営農センターも合築されている。
食堂の調度品や直売所の内装にかかる資

材、看板設置等への農林中央金庫の復興支援
プログラムによる費用助成や、JA全農いわて
による販売商品の充実や販路拡大への協力な
ど、JAグループとしても様々な支援を行って
いる。また、食堂の机や椅子には釜石地方森
林組合が大槌町に寄贈した木製品を活用する
など、行政とJAグループ等系統団体組織が一
体となって地域の核となる産直施設の完成を
目指してきた（第１図）。
開店前のオープンセレモニーでは、平野公

三大槌町長が「農家一人一人の思いを結実さ
せた地元農産物を通じて、人と人とがつなが
るターミナルとなることを期待している。JA
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第1図　大槌町沿岸営農拠点センターを核とした
取組みのスキーム
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キリン絆プロジェクトの支援を活用し、JAと
地元水産業者のコラボレーションによって開
発された。JAでは、このような沿岸地域なら
ではの目玉商品の開発・普及についても、こ
れからさらに進めていくこととしている。

3　地域復興の拠点を目指して

農産物という里山の恵みとともに、岩手三
陸の豊かな海の幸を楽しめることがだぁすこ
沿岸店の最大の魅力である。今後は、JAと漁
協をはじめとした水産業者との連携をさらに
強めていくことでその魅力に磨きがかかり、
三陸沿岸ならではの新たな価値の創造につな
がっていくことが期待される。
このように、産直施設を拠点とする同町で

の取組みは、行政とJAや漁協等の系統団体組
織が連携して地域復興の取組みを支援するモ
デルケースといえよう。今後の取組みに注目
していきたい。

（こばり　みわ）

土菓子、惣菜なども置かれている。お菓子を
出品している女性は、陳列している横でお客
様が商品をカゴに入れる様子を見ながら「新
しい販売先ができて、ますます忙しくなりそ
う」と喜びの笑顔を浮かべていた。
また、店内の商品棚には、大槌学園の小学

生が作成した「手づくりポップ」も活用され
ている。作物の栄養価や特徴、おすすめの調
理方法などがイラストとともに書かれ、棚の
雰囲気を明るくしている（写真２）。
直売所に併設されている食堂では、だぁす

こ本店で人気の高い「母ちゃん定食」を沿岸
バージョンにアレンジした、その日に水揚げ
された海産物を用いて提供される「日替わり
母ちゃんお任せ丼」のほか、担い手農業者グ
ループが生産する大槌産ソバ粉で作った海そ
ば・山そば、釜石椎茸麺などの多彩なメニュ
ーが並ぶ。
定食メニューのひとつでもある「いか餃子」

は、復興キャベツ、特産物の椎茸、大槌漁港
で水揚げされたイカを原料とする地元農産物
と海産物が融合した新商品である（写真３）。

（注）だぁすこ沿岸店オープンまでの経緯について
は、拙稿「岩手県津波被災地における農業復旧・
復興の現状と課題」『農林金融』2016年 3月号を
参照のこと。

写真 1　テープカットと開店を待つ人々

写真 2　小学生が作成したポップ

写真 3　いか餃子
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